
過去２年間の校内研究の成果や課題を基に、本校における授業の流れを「Ｅ小スタンダード」として整
理し、授業づくりに活用しました。「Ｅ小スタンダード」には、目指す児童の姿と、それに対する効果的
な教員の支援を、授業の流れに即して提示しました。欄外にはどの教科の授業でも活用できる「問い」の
例を記載しました。

目指す姿の共有 「Ｅ小スタンダード」を活用した授業づくり

「Ｅ小スタンダード」を全ての教職員で「共通理解」したことにより、本校で目指す「授業の流れと
目指す子どもの姿」を明確にすることができました。また、「Ｅ小スタンダード」を軸に、ＩＣＴの活
用や教室掲示の仕方、児童への言葉の掛け方など、一人ひとりの教員が自分の強みを生かしながら授業
を改善することができました。 (Ｅ小学校 校内研究主任)

10月にはICTの活用方法を
記載した改訂版を作成

どの教科でも「Ｅ小ス
タンダード」を活用した
ことで、児童自身にも目
指す授業や目指す姿が伝
わり、共に学ぼうという
意識が高まりました。

「Ｅ小スタンダード」

ラミネート加工し、
全教職員に配付
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